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頁 章,項 該当箇所 誤 正

61
６章
6.3

解説(2)(b)地盤の変形係数について

○15 行目～16 行目削除
　設計に用いる地盤の変形係数Ｅ0は，そ
の～を乗じて求めてよい（参考資料１参
照）．

○左記削除文に換えて，次の文を追記
なお，各試験法により得られた変形係数
ＥＸに乗じる補正係数αは解説表6.3-1に
示す値を用いてよい（参考資料１参照）．

〃 〃 同上，17行目 式 Ｅ0＝αＥＸ Ｅ0＝ＥＸ　※αを削除

〃 〃 同上，19行目 記号説明
α：解説表 6.3-1 に示す試験方法に対す
る補正係数

左記削除

63
6 章
6.3

式（解 6.3-12）中、Gの式 g/VG sdt
2γ= 10002 /g/VG sdtγ=

72
７章
7.3.1

式（7.3.1-1） 記号説明 γi: 構造物係数で～(8)による． γi: 構造物係数で～(7)による．

75
７章
7.3.4

解 7.3.4-1
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８章
8.5.2

解 8.5.2-7 ( )10000
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112
８章
8.5.2

解 8.5.2-7～解 8.5.2-9　式記号説明
下７行目

fsyd：嵌合継手のＣ継手の設計曲げ引張
強度

fsyd：嵌合継手のＣ継手材の設計引張降伏
強度

138
９章
9.3.1

解説図 9.3.1-11 (b)図中記号 「t」 「l」

139 〃 上９行目 ～周辺固定の円版として～ ～固定の梁として～

頁 章,項 該当箇所 誤 正

134
９章
9.3.1

解説図 9.3.1-2

356 参考資料
10-2 参考図 10-2.3　右側旗揚げ寸法 記載なし  33600



「付属資料　掘削土留め工の設計」「付属資料　掘削土留め工の設計」「付属資料　掘削土留め工の設計」「付属資料　掘削土留め工の設計」

頁 章,項 該当箇所 誤 正

174～
178

４章
4.2.4

式番号 （解 4.2.3-2）～（解 4.2.3-9） （解 4.2.4-2）～（解 4.2.4-9）

175 〃 解 4.2.4-3 kａ1 Ｋａ1　※大文字

176 〃 解 4.2.4-6　分母式２項目
cosδ
δ)sinθsin(φ+

cosδ
φδ)sinsin(φ+

178 〃 解 4.2.4-8 Ｐw pw　※小文字

〃 〃 解 4.2.4-8～4.2.4-9　記号説明 Ｐb：平衡側圧 pb　※小文字

187
４章
4.3.2

解説表 4.3.2-1　軸方向圧縮応力度 2/r)(
906500
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195
４章
4.3.4

解 4.3.4-1　内部摩擦角算定式
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〃 〃
c)変形係数
下段１行目

～得られる変形係数に解説表 4.3.4-2 に
示す補正係数をかけて求めてよい．

～得られる変形係数ＥＸに対して解説表
4.3.4-2 に示す補正係数αを考慮するも
のとする．

196 〃 解 4.3.4-3 Ｅ0＝αＥＸ Ｅ0＝ＥＸ　※αを削除

196
４章
4.3.4

解 4.3.4-3　記号説明
α：解説表 4.3.4-2 に示す試験方法に対
する補正係数

左記削除

〃 〃
d)水平地盤反力係数
14 行目～15 行目

式(解 4.3.4-4)により～
～において，Ｂ=10ｍとして

一般には式(解 4.3.4-4)により～
～において，換算載荷幅ＢH=10ｍとして

〃 〃 同上，20行目 解説文追記
なお，ＢHの仮定が適切でないことが想定
される場合には土木学会示方書 1)を参照
して khを算定するものとする．



頁 章,項 該当箇所 誤 正

197
４章
4.3.5

解 4.3.5-1　分母式３項目 
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202
４章
4.4.1

解説表 4.4.1-1　⑦建築学会修正式
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205
４章
4.4.2

解 4.4.2-2　b の式 b=0.28-0.0028・hw b=0.27+0.0029・hw

219
４章
4.5.2

下６行目 ΣＨp＝1.2ΣＨA ΣＨp＝ΣＨA

226
４章
4.5.4

解 4.5.4-3　記号説明 σeay
線路を直接支持する場合等は
9250000/(l/r2)

列車荷重を直接支持する場合等
905000/(l/r2)

〃 〃 同上
一般の場合は
11100000/(l/r2)

一般の場合
1100000/(l/r2)

261
４章
4.7.2

解 4.7.2-5
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〃 〃 同上,　記号説明 α
α：施工条件による定数（モルタル充填：
0.5，砂充填：0）

α：施工条件による定数（モルタル充填：
0.8，砂充填：0.5）

263
４章
4.8.1

解説表 4.8.1-1　設計強度説明文
解説表 4.3.5-2，設計強度は以下を参考と
してよい

なお，設計強度は以下の値を参考として
よい

270
４章
4.8.3

解説図 4.8.3-2　(b)注入孔の配置寸法 「Ｄ(改良径)」

274
４章
4.8.4

上９行目 ～コーン指数が 2以下または～ ～コーン指数が 0.2N/mm2以下または～

〃 〃 同上，上 10 行目 ～コーン指数が 0.2 以下または～ ～コーン指数が 0.2N/mm2以下または～



373 参考資
料 2 式（2.1） b=0.2747-0.002857・hw b=0.2747+0.002857・hw

375 参考資
料 2 参考表 2.1，③鉄道総研提案式 b=0.27-0.0029・hw b=0.27+0.0029・hw

390 参考資
料 6 参考表 6.1　注 3) 砂質土：25Ｎ 砂質土：2500Ｎ


